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１．危機管理の基本方針 

（１）はじめに 

平成２１年４月に「学校保健安全法」が施行され、健康管理の充実や危

険等発生時の対処要領（危機管理マニュアル）の策定、学校環境衛生等に

関する基準の法則化などが規定されました。普段から、安心・安全な教育

環境の整備に努めながら事件・事故・災害などを防止するための取り組み

を進め、特に不慮の事件・事故・災害等が発生した場合の対応のあり方に

ついて準備を整えておくことが必要です。本学においても、想定される危

機に対し、マニュアルを通して、多様化する事態に備え、適切に対応する

ために、危機管理の意識を全教職員が共有することが求められます。 

（２）危機管理の目的 

① 学生及び教職員の安全を確保し、大学の教育環境を守る。 

② 生命や心身等に危害をもたらす危険を早期に発見し、事件・事故、災

害等を未然に防止する。 

③ 万一、事件・事故、災害等が発生したときは、適切かつ迅速な初期対

応に努め、安全確保を第一に図り、被害を最小限に抑える。 

④ 学生と教員の信頼を守り、大学に対する社会的信用や信頼を確保す

る。 

⑤ 被害の再発防止を図るとともに、教育の再開に取り組む。 

（３）危機管理の心得 

   想定される災害等に備えて、教育訓練を実施することや、事前の準備を

しておくことが大切です。 

① 事前点検、事前指導を十分行なう。 

    （施設・設備、授業、大学行事、サークル活動等） 

② 緊急時の対応方法を常に心得ている。 

    （緊急体制、医療体制、具体的な対処法、緊急時の記録等） 

③ 「迅速な連絡と適切な対応」を心掛ける。 

④ 「５Ｗ１Ｈ」を基本に、情報を把握し記録する。 

    （いつ、どこで、だれが、なにを、なぜ、どのように） 

⑤ 誠意ある対応をする。 

    （保護者、地域、マスコミ） 

⑥ 再発防止の手段を講じ、併せて事業継続マネジメント（事業継続計画

【BCP】の策定など）も行う。 

（４）危機管理マニュアルの作成 

この危機管理基本マニュアルを基にそれぞれの事象に応じたマニュアル

を作成し、危機管理に備えることとする。基本マニュアルに掲げる事象以

外（情報セキュリティ、海外渡航、ハラスメント、研究不正など）につい

ても、同様に整備する。 
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関係者以外の大学への立ち入り 

不審者かどうか？ 事務部又は学生部に案内する 

【対応１】退去を求める 再び侵入していないか？ 

危害を加えるおそれは？ 

退去したか？ 

【対応３】学生・教職員の安全を確保する 

【対応４】応急手当などをする 

負傷者の有無 

□教職員の役割分担と連携 □教職員への緊急連絡 

□暴力行為抑止と退去説得 □全学への周知    

□別室などへの案内・隔離 

□警察への通報  

□防御(暴力の抑止と被害拡大の防止) □移動阻止 

□全学への周知      □避難誘導 

□速やかに１１９番通報 □救急車到着まで応急手当 

□関係者などの心のケアに着手 

用件を確認 

正当な用件が 

確認できない 

退去した 

退去しない 侵入した 

ない 

危害を加える恐れあり 

退去しない 

侵入してない 

退去した 

隔離できない 

あり 

【対応５】事後の対応に取り組む 

□情報の整理と再発防止策の検討    □保護者への説明    □心のケア 

□災害共済給付請求   □必要に応じて文科省へ報告 

なし 

チェック１ 

チェック２ 

チェック３ 

【対応２】通報、緊急連絡を行う 

状況報告 
退去を求める 

２．不審者への対応 
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３．火災発生時の対応 

 

通報
初期消火

発見者
近隣者

避難誘導
安全確保

□ 学生・教職員等の避難誘
    導　【避難場所：グラウンド】
□ 安全確保（確認点呼等）

□ 全体指揮
□ 情報の収集・整理

消火班 学生課、事務課

搬出班 入試広報課

誘導班 教務課

救護班 保健室、学生課

警備班 事務課、企画連携課

消防本部
設置場所
会議室等

学長（リーダー）
学生部長、
学部長、学科長、学科主任等
学生部・事務部次長

心のケア
チーム

保健室
学生相談室

留意点
※一次避難場所は「グラウンド」とするが、火災場所や予測される災害を考慮し、一次避難場所を「グラウンド」の
ほかに「体育館」などにする場合がある。

□ 情報の整理
□ 消防署、警察署等への対応
□ 保護者への連絡
□ 文部科学省、自治体への報告
□ 報道対応
□ 再発防止対策検討
□ 近隣自治会への対応

□ 危険個所への立入り制限
□ 搬出した重要物品の警備

[消防本部の設置]
学長、学生部長

学部長、学科長等
防火管理者

□ 状況によりスクールカウンセラー派遣を要請
□ ハイリスクな学生等の検討
□ ハイリスクな学生等の保護者への連絡
□ ケア計画の策定
□ 専門家による学生・保護者等へのカウンセリングや
    サポート

初
動
対
応

初
期
対
応

即
時
対
応

24
時
間
以
内

□緊急対応（火災報知器）　□防火担当管理者へ連絡
□初期消火、防火扉・シャッターの閉鎖等
□消防署への通報（119番通報）

火災発生

□ 救急処置（心肺蘇生、ＡＥＤ等）
□ 医療機関への搬送・支援

□ 消火活動
□ 緊急車両の誘導

□ 重要物品等搬出

□ 学生、教職員の避難誘導
□ 各班への応援
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４．交通重大事故への対応 
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５．地震発生時の対応 
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６．台風等暴風発生時の対応 
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７．救急救命体制 

（１）救急時の対応について 

 既往症等により生活管理の必要な学生を把握し、保護者、主治医と連携

し、緊急時の対応方法を確認しておく。 

 傷病者の生命を第一に考え、救急車（又はタクシー利用）出動の要請基

準を想定しておく。 

   ・意識喪失を伴うもの 

   ・ショック症状（蒼白、脱力感、脈異常、冷汗、あくび等） 

   ・痙攣が持続するもの 

   ・多量の出血を伴うもの 

   ・骨の変化が見られるもの 

   ・大きな開放創（開いた傷）をもつもの 

   ・広範囲の火傷 など 

    以上のような症状がある場合には、遅滞なく救急車の出動を要請する。 

 

 救急対応の手順 

   ① 発生した事故災害の状況把握。 

   ② 傷病者の症状の確認。 

 

    ・出血 ・意識 ・呼吸 ・脈拍 ・傷 ・骨折 ・その他の症状等 

 

   ③ 心肺蘇生法などの応急手当（現場で直ちに）。 

   ④ ＡＥＤの手配など、協力要請や指示。 

   ⑤ 必要と判断したら、速やかに１１９番通報（救急車要請）。 

   ⑥ 管理職、養護教諭と保護者へ連絡し、協力を仰ぐ。 

   ⑦ 救急車に教職員が１人は同伴し、携帯電話を所持すること。 

   ⑧ 担当者を決め、詳細な記録をとる。（時系列でとること） 

 

 詳細は、別途『救急・応急処置対応マニュアル』により対応する。 
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